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平成 20年 10月 23日

銚子信用金庫

第 2回しんきん「ありがとうの手紙」キャンペーン受賞作品発表のご案内

6月 15日の、「信用金庫の日」にスタートしたしんきん「ありがとうの手紙」キャンペーンにつきま

しては、9月 2日をもって募集期間を終了しました。

おかげさまで、ご応募いただきました手紙は、実に全国から総計 5,441通。ご応募くださいましたみ

なさまに心から感謝いたします。

信用金庫はこれからも「ありがとう」の気持ちを忘れずに、地域のみなさまとともに歩み、みなさま

のチカラになってまいります。

これからもぜひ信用金庫を応援してください。

しんきん「ありがとうの手紙」キャンペーン概要

１．テ ー マ  「あなたから伝える、とっておきの“ありがとう”」

２．作品募集期間  平成 20年 6月 15日（日）～9月 2日（火）

３．賞 品  ありがとう大賞・・・ギフト券 ３０万円（ １名様）

しんきん賞・・・・・ギフト券 １０万円（ ５名様）

ふれあい賞・・・・・ギフト券  ５万円（１０名様）

まちのえがお賞・・・ギフト券  ３万円（１５名様）

地域のきずな賞・・・ギフト券  １万円（４０名様）

４．審 査 委 員  俵
たわら

万智
ま ち

（作家）

           原田
はらだ

夏希
なつき

（女優・信用金庫イメージキャラクター）

           （社）全国信用金庫協会 広報委員会委員長

７．受 賞 作 品 社団法人・全国信用金庫協会のホームページでご覧いただけます。

ホームページアドレス：http://www.shinkin.org/

以 上

PRESS RELEASE

本プレスリリースおよび資料についてのお問い合わせは、

下記の担当までお願いいたします。

■ 銚子信用金庫 営業推進部

〒288-8686 千葉県銚子市双葉町 5-5

電話 0479-25-2121 ファクシミリ 0479-24-4591

e-mail suishin@choshi-shinkin.co.jp 担当 市田



Ａ.Ｎ 様（東京都）

曾祖母へ

ありがとう

ひぃおばあちゃんは、最近、「ありがとう」を言う回数がとっても増えた気がします。それは、昨年

の夏に両目が見えなくなって、自分ひとりでできることが少なくなったからだと思うの。だれかに頼む

ことが多くなって、その度に「ありがとう」って言うから、ひぃおばあちゃんの「ありがとう」が一日

に何十回も聞こえてきます。今までひぃおばあちゃんは何でも一人でやっていて、とてもおしゃれで、

髪をセットして、まゆ毛を書いて、口紅をして、くつだって少しヒールの高いものしか持ってなかった

でしょ。ところがおしゃれするどころか、ふだんの生活さえ、ままならなくなってしまいました。私が、

目薬をさしたりするとやっぱり私にも「ありがとう」と言ってくれるでしょ。でもね、目薬をさすこと

なんて、私にとって何でもないことだし、ひぃおばあちゃんが出来ないことを家族がお手伝いすること

は当り前のことだから「ありがとう」なんて言わなくていいんだよとその度に思っているの。それに、

ひぃおばあちゃんがどんな気持ちで「ありがとう」と言っているのかと考えるとせつなくなります。こ

の前、ママに、「トイレぐらい一人で行きたいと思っているのよ、夜中のトイレはなおさら。となりに

寝ている人を起こすのは、気がひけるのよね。でも、寝ていて起きるとよけい方向がわからないの。」

と言っていたでしょ。たとえ家族でも私だっていちいちトイレに行くと言うのはイヤです。言わなくて

はならないなら、二回に一回ぐらい我慢してしまうかもしれません。

ひぃおばあちゃんは工夫をはじめたでしょ。手すりにひもを巻いて、ここまできたら左に行くという

ように目印ならぬ手印をつけて、自分の部屋までひとりで行けるようになったでしょ。アイディアもす

ごいけれど、出来ないことがあるとイライラするでしょ、それを、なんとか工夫してできるようにしよ

うと考え方を方向転換することがすごいと思うの。ひぃおばあちゃんは八十六才だけれど、点字も週一

回習い始めたでしょ。新しいことを始めるのは勇気がいるし、でも、それ以上に、両目が見えないこと

を悲しむことから方向転換して目のかわりを見つけて努力しているのは本当にすごいと思うの。

今、学校で先生が「～をしてみよう」というとすぐ「そんなの無理」とか「無理、無理」とか、クラ

スのみんなは言います。ひぃおばあちゃんを見ていると、世の中に無理なことなんてないんじゃないか

なと思います。だって、年をとっていたって、目が見えなくたってやる気さえあればこんなに出来るこ

とが増えているんだもの。ちょっとやる気を出してがんばれば結構何でもできるんじゃないかな。そん

な勇気と挑戦する気持ちをくれたひぃおばあちゃんに私から一言伝えたいです。

「ありがとう。」


